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らに、内容的に補い、深化させるべき点、また言及の欲しい点もある。      
まず、対象地域とした、東シナ海沿岸部、日本の南西諸島、薩南地方における「石敢當」の分布
図を可能な限り詳細に提示しての読み取り、分析である。分布は人、物、情報の移動、交流の反映、
結果ともいえるが、風水師などの宗教職能者、石工と石材、漢字や宗教知識の普及などとの関係も
そこから展開する。特に「石敢當」と「泰山石敢當」の分布の図化は本論理解の大きな助けとなる。
また、分布における空白部分は必ず説明する必要がある。今後の課題として、福建系文化の濃厚な
台湾における分布の有無と信仰内容も確認して欲しいところであった。 
また、僻邪、魔除けが「石敢當」の機能とすると、その起源として石の持つ属性、堅固さが基調
にあることは容易に想定され、中国における霊石信仰の系譜からの言及も求められる。堅固さの象
徴が勇者「石敢當」の人名として創説されたとの考証は、霊石の孫悟空への形象化などと連なる問
題になるのだろうか。僻邪の力の形象化の有り方、広く分布が認められる獅子や狛犬、中国・雲南
地方の瓦猫、日本・沖縄地方のシーサーとの比較の中での「石敢當」の位置づけ、特徴の解説も示
して欲しかった。今後、同様に中国に起源し、日本の民俗信仰に大きな影響を与えた「庚申信仰」
との比較対照から導かれる異同を通して、「石敢當」の伝播と信仰内容の特質が浮かび上がると考
えられる。 
何よりも、「石敢當」の特質は石と文字の組み合わせであり、その「石敢當」の文字を、石の呪
力の反映と捉えるか、強者の名前と解するかにあった。そこで、最後に大きな課題として、漢民族
にとって深い意味を持つ、表意文字としての漢字と不朽性を有する石の組み合わせの問題が残る。
民俗信仰「泰山石敢當」として登場する泰山は、一方では中国五岳の中心、歴代王朝の皇帝自ら「封
禅の儀」を執り行う神聖な山、道教の聖地でもあるが、「泰山刻石」で知られ、全山の岩壁、大岩
にはすべて銘文が刻まれている。墓碑・墓誌・金石文から大きな廟にある碑林まで、漢民族の「碑
文」文化の中での「石敢當」に対する、筆者による意味づけに今後期待したい。 
いずれにせよ、本論文は周知の「石敢當」すべてを現地に訪ね、関係する地方志、民俗方面の文
字記録を博捜し熟読、先行研究の学説整理と検討を綿密にした上で、現時点での「石敢當」研究を
集成、その分析と考察を的確に行った。加えて、「石敢當」を文字資料と非文字資料としての両面
から捉え、その有効性を具体的に提示したことはまさに歴史民俗資料学の論文として高く評価でき
る。また、口頭試問において著者に更なる質問も試みたがいずれも相応しい応答であった。その結
果も合わせ、蒋明超氏に博士（歴史民俗資料学）の学位を授与することがふさわしいものと審査員
一同これを認めるものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
